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本
年
７
月
10
日
に
小
樽
市
銭
函

４
丁
目
の
国
道
３
３
７
号
線
沿
い

に
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
北
海
道
㈱

（
本
社
：
札
幌
市
厚
別
区

代
表

取
締
役
社
長

古
舘

利
幸
）
の

札
幌
西
支
店
が
移
転
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

同
社
で
は
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社

及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
ボ
ル
ボ
社
の
ト
ラ
ッ
ク

や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
等
の
産
業
用

車
輌
を
扱
っ
て
お
り
、
中
で
も
除

雪
用
ト
ラ
ッ
ク
の
シ
ェ
ア
は
全
国

で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
誇
り
ま
す
。

新
た
な
札
幌
西
支
店
は
、
新
川

通
（
北
海
道
道
１
２
５
号
前
田
新

川
線
）
の
起
点
か
ら
石
狩
湾
新
港

地
域
に
む
け
て
約
５
０
０
㍍
進
ん

だ
国
道
３
３
７
号
に
面
し
た
札
幌

市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
小

樽
市
銭
函
４
丁
目
内
に
あ
り
、
面

積
約
３
万
１
５
０
０
平
方
㍍
の
広

大
な
敷
地
に
延
床
面
積
約
８
１
３

０
平
方
㍍
の
整
備
工
場
を
建
設
し

ま
し
た
。

新
工
場
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取

組
み
と
し
て
、
全
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

と
し
、
冷
暖
房
設
備
に
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ

を
利
用
、
工
場
の
中
央
通
路
の
天

井
に
は
透
光
性
に
優
れ
た
膜
屋
根

を
採
用
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮

さ
れ
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
部
品
庫
に
は
最
新
の
自
動
倉

庫
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
工

場
内
に
は
一
度
に
最
大
８
台
が
入

庫
可
能
な
車
検
整
備
場
と
２
台
の

検
査
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
整

備
車
輌
の
作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
こ
と
で
お
客
様
の
待
ち
時
間
の

短
縮
化
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
6
月
22
日
に
は
オ
ー
プ

ン
を
前
に
関
係
者
・
取
引
先
が
招

待
さ
れ
、
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

同
社
の
札
幌
西
支
店
の
立
地
に

よ
り
、
製
造
拠
点
や
物
流
拠
点
が

集
積
し
、
日
々
多
数
の
産
業
用
車

輌
が
走
行
す
る
石
狩
湾
新
港
地
域

の
更
な
る
利
便
性
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

石
狩
湾
新
港
地
域
内

�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
は
建
設
工
事
が
続
々

�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

小
樽
市
銭
函
４
丁
目
で
は
Ｕ
Ｄ

ト
ラ
ッ
ク
ス
北
海
道
の
ほ
か
に
、

日
本
ホ
イ
ス
ト
㈱
の
工
場
兼
製
品

保
管
倉
庫
の
新
設
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
社
は
ホ
イ
ス

ト
・
ク
レ
ー
ン
等
の
マ
テ
リ
ア
ル

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
機
器
を
製
造
・
施

工
す
る
大
手
メ
ー
カ
ー
で
年
内
の

完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

石
狩
市
新
港
中
央
２
丁
目
で
は

カ
ー
用
品
販
売
大
手
の
㈱
イ
エ

ロ
ー
ハ
ッ
ト
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ッ

シ
ャ
ー
液
・
ク
ー
ラ
ン
ト
液
・
バ
ッ

テ
リ
ー
補
充
液
等
の
製
造
工
場

（
グ
ル
ー
プ
企
業
の
㈱
ジ
ョ
イ
フ

ル
が
運
営
を
予
定
）
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
㈱
は
、
消
費
電
力
の
す

べ
て
を
道
内
で
発
電
さ
れ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
う
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
２
０
２
４
年
秋
の

開
業
を
目
指
し
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
内
に
は
ほ
か
に
も
、
日
幸

産
業
運
輸
の
石
狩
第
２
物
流
セ
ン

タ
ー
増
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
様
々
な
建
設
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

石
狩
湾
新
港
地
域
は
、
１
９
７

０
年
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
１
９
７
６
年
に

地
域
の
総
合
的
、
効
率
的
な
土
地

利
用
の
指
針
と
し
て
北
海
道
が

「
石
狩
湾
新
港
地
域
土
地
利
用
計

画
」
を
策
定
し
、
計
画
的
な
開
発

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
こ
れ
ま
で
、
当
地
域
で
は
港

湾
や
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

進
め
ら
れ
、
現
在
で
は
、
７
５
０

社
を
超
え
る
企
業
が
立
地
し
、
約

２
万
人
の
従
業
員
を
抱
え
る
道
内

最
大
規
模
の
産
業
拠
点
と
し
て
発

展
を
続
け
て
い
ま
す
。
土
地
利
用

計
画
は
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
３
回
の
見
直
し
が
あ
り

ま
し
た
が
、
近
年
、
企
業
に
お
け

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取

り
組
み
や
商
業
施
設
な
ど
利
便
機

能
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と

い
っ
た
時
代
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
今
年
３
月
に
４
回
目
と
な
る

改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、「
複
合
支
援
地
区
」
を
配
置

し
、
商
業
を
含
む
交
流
機
能
や
就

労
者
の
た
め
の
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
集
積
、
地
域
全
体
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
、

ま
た
、こ
の
地
区
の
一
部
を「
Ｒ
Ｅ

ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
情
報
関
連

産
業
の
集
積
と
電
力
を
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ

と
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
土
地
利
用
計
画
改
定
に
基
づ

き
、
石
狩
市
で
は
、
都
市
計
画
に

よ
り
建
築
物
を
制
限
し
て
い
る
特

別
用
途
地
区
の
一
部
見
直
し
を
行

い
、
今
年
３
月
末
に
条
例
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
既
に
ス
ー
パ
ー
ホ

テ
ル
石
狩
や
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル

セ
ー
ル
石
狩
倉
庫
店
が
立
地
し
て

い
る
新
港
南
２
丁
目
の
一
部
を

「
複
合
交
流
機
能
特
別
業
務
地
区
」

に
再
編
し
、
延
べ
１
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
店
舗
や
ホ
テ

ル
の
建
設
が
で
き
る
よ
う
建
築
制

限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
港
中
央
１
丁
目
な
ど
の
一
部
を

「
情
報
技
術
関
連
特
別
業
務
地
区
」

と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な

ど
情
報
系
施
設
の
集
積
や
脱
炭
素

推
進
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
今
後

更
に
多
様
な
業
種
の
企
業
集
積
や

商
業
施
設
を
含
む
交
流
の
場
と
し

て
の
魅
力
向
上
な
ど
石
狩
湾
新
港

地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

詳
細
は
｢石
狩
湾
新
港
地
域

土
地
利
用
計
画
｣で
検
索
く

だ
さ
い
。

▲地域内で進められている主な建設現場

石
狩
湾
新
港
地
域
土
地

利
用
計
画
の
一
部
が

改
訂
さ
れ
ま
し
た

▲移転オープンした札幌西支店

▲内覧会の様子
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Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
北
海
道
㈱
札
幌
西
支
店
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小
樽
市
銭
函
に
移
転
オ
ー
プ
ン
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サポートフーズ㈱（代表取締役 倉 孝徳）は小樽市銭函５丁目で水産加
工業を営んでおり、ホタテ・タラコ・明太子・いくら・カニ・ウニ等を主に
量販店等に向けて加工・販売しています。同社の工場は対米 HACCP の
認証を受けており、また、中国・タイ・ベトナム向けの輸出認定施設にも
なっております。新たな体制となって３年目を迎える同社は業容の拡大に
向け、工場内に新たに保管庫の増設を行っています。
同社では、新たな取り組みとして一般顧客向けに「ふるさと納税」への
出品の準備を進めています。

８
月
７
日
に
（
一
社
）
石
狩
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
推
進
会
議

（
通
称
：
Ｉ
Ｅ
Ｆ
Ａ
ア
イ
フ
ァ
）
が

主
催
す
る
洋
上
風
力
発
電
工
事
現

地
視
察
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｅ
Ｆ
Ａ
は
持
続
可
能
な
社
会

を
め
ざ
し
、
石
狩
市
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大

を
支
援
し
、地
球
環
境
の
保
全
と
、

石
狩
の
地
域
経
済
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
視
察
会
で
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
に
て
既
に
報
道
さ
れ
て
い
る

㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
（
本
社
：
東
京
都
港
区

代
表
取
締
役
社
長

坂
木

満
）

が
設
立
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
現
在
、
石

狩
湾
新
港
の
港
湾
区
域
の
一
部

（
約
５
０
０
㌶
）
に
建
設
中
の
洋

上
風
力
発
電
所（
全
14
基
、ブ
レ
ー

ド
を
含
め
た
高
さ
１
９
６
メ
ー
ト

ル
、
設
備
容
量
１
１
２
、０
０
０

ｋ
Ｗ
、
一
般
家
庭
約
８
万
３
０
０

０
世
帯
分
の
電
力
を
発
電
）
の
建

設
現
場
を
海
上
か
ら
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

視
察
会
当
日
に
は
、
既
に
据
付

工
事
が
完
了
し
て
い
る
風
車
も
多

数
あ
り
、
完
成
に
向
け
て
工
事
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

風
車
の
設
置
工
事
に
は
世
界
最
大

級
の
自
航
式
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
（「
Ｓ

Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
」
と
は
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
台
船
）
と
昇

降
用
脚
を
も
ち
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
海
面
上
に
上
昇
さ
せ

て
ク
レ
ー
ン
、
杭
打
ち
等
の
作
業

を
行
う
台
船
の
こ
と
）
が
使
用
さ

れ
、
一
度
に
複
数
基
分
の
風
車
の

部
材
を
搭
載
出
来
、
寄
港
回
数
を

減
ら
し
て
作
業
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

洋
上
風
力
発
電
事
業
は
本
年
12

月
の
運
転
開
始
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

石狩市新港南１丁目で操業する㈱シンエー機材(代表取締役 福井 幸彦)
はゼネコンや土木事業者向けに仮設用配管材や水槽のリース・販売・製造、
並びに土木資材の販売を主業とする企業です。平成６年創業以来、北海道
内のトンネル工事・ダム建設工事、河川改修工事等、北海道内の建設業界
の主に土木現場を支えています。
同社の仮設用配管材は道内で高いシェアを持っており、現在進められて
いる北海道新幹線の札幌延伸工事にも多くの配管材を供給しています。ま
た、2021 年度に事業化された「（通称）都心アクセス道路（一般国道 5号創
成川通）工事」への資材の供給も期待されています。

▲サポートフーズ㈱

◆ 企 業 紹 介 ◆

㈱シンエー機材 TEL 0133-64-6789
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I E F A石狩湾新港「洋上風力発電
工事現地視察会」が開催されました。

サポートフーズ㈱ TEL 0133-75-2000

▲㈱シンエー機材

▲視察会当日の様子

４
月
10
日
に
石
狩
市
新
港

西
１
丁
目
７
２
１
番
地
11
に

食
堂
『
め
し
や
き
ら
く
』
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
め
し
や
き
ら
く
」
は
、
石

狩
湾
新
港
地
域
内
で
食
肉
卸

売
業
を
営
む
㈱
村
本
畜
産

（
代
表
取
締
役
社
長
：
村
本

千
春
）
が
運
営
を
手
掛
け
る

食
堂
で
、
営
業
時
間
は
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
お
店
と

し
て
長
ら
く
営
ん
で
い
た

「
㐂
楽
」
を
由
来
に
、
こ
の
度

「
港
の
定
食
屋
め
し
や
き
ら

く
」
と
し
て
新
た
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

食
堂
で
は
和
牛
を
使
用
し

た
ス
テ
ー
キ
や
す
き
焼
き
等

の
肉
料
理
を
中
心
と
し
た
定

食
の
ほ
か
、
と
ん
か
つ
や
唐

揚
げ
を
中
心
に
、ラ
ー
メ
ン
、

う
ど
ん
、そ
ば
等
の
麺
類
等
、

多
種
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を

７
５
０
円
か
ら
と
手
ご
ろ
な

価
格
で
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て

お
り
、
新
メ
ニ
ュ
ー
も
続
々

と
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
堂
内
で
は
、
日
替
わ
り

の
お
弁
当（
６
０
０
円
か
ら
）

が
常
時
４
種
類
以
上
用
意
さ

れ
て
お
り
、ま
た
、店
舗
内
及

び
店
舗
横
自
販
機
に
て
精
肉

の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

食
堂
は
石
狩
湾
新
港
地
域

の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
、
駐
車

場
も
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
近
く
に
お
立
ち
寄
り

の
際
に
は
是
非
ご
利
用
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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����「港の定食屋」
めしやきらく

オープン
TEL 0133-74-3628

▲建設工事中の風力発電施設
写真提供：㈱グリーンパワーインベストメント

▲自慢の国産牛ロースステーキセット

▲店舗位置図


